
５５０４ 

マルチコア CPU 上での分散遺伝的アルゴリズムの実装 
An implementation of a distributed genetic algorithm on a multi-core CPU 

 
 

05521 佐藤 一法 
指導教員 内田 建  

 
１．はじめに 

 遺伝的アルゴリズム(GA)は，個体数と，世代

数の増加によって解の向上を図れるが，同時に

計算コストも増加する．そこで本研究では，GA
の高速化を目的として，分散遺伝的アルゴリズ

ム(DGA)のマルチコア CPU による並列化を提

案し，並列化後の経過時間ついて調査する． 
 
２．マルチコア上での実装 
 DGA は，最適化手法の一つである遺伝的アル

ゴリズムの分散処理モデルである[1]．DGAは，

解候補(個体)からなる母集団を島と呼ばれる複

数のサブ母集団に分割し，各島に対して GA を

適用する．図 1 に DGA の処理手順を示す． 
 

 
図 1 DGA の流れ 

 
DGA では手順 1～4 に相当する遺伝的アルゴ

リズムの処理を島ごとに適用する．本研究では，

マルチコア CPU 上の各コアに複数の島での処

理を配分し，複数スレッドに DGA の処理を分

散した時の並列化の効果について調べる．なお，

実装にあたり OpenMP[2]を用いる． 
 

３．数値実験 

 DGA の評価関数としてベンチマーク関数の

一つである Ridge 関数を用いる．このベンチマ

ーク関数に対する最適化において，最終世代ま

での経過時間を記録する．実験では以下の 2 種

の実行環境を用いる．また，DGA の各種パラメ

タとして表 1 の値を用いる． 
 

表 1 DGA の各種パラメタ 
 DGA 

個体数 512 
島数 8 

世代数 10000 
スレッド数 1(非並列)，2 

 
・実験機材(1) : Otter 

Intel Core2Duo E8500, 2GB RAM, 
Windows XP SP3, MS Visual C++ 2005 , 
OpenMP 2.0 

・実験機材(2) : Octpus 
AMD Opteron 2376, 8GB RAM, 
openSUSE 11.1 , GNU Compiler 4.3.1 , 
OpenMP 2.5 
 

DGA による最適化の経過時間を，(1)非並列(1
スレッド)の場合，(2)Otter 上でスレッド化した

場合，(3)Octpus 上でスレッド化した場合につい

て各々測定し，(1)の経過時間を 1 とした時の相

対的な経過時間を図 2 と図 3 に示す．図 2 は，

図 1 の手順において「2.評価」のみを，図 3 は，

図 1 の手順 1～手順 4 をスレッド化した場合の

経過時間を比較している． 
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図 2 評価部分の並列化の効果 
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図 3 DGA 全体の並列化の効果 

結果より，Otter では評価部分の並列化効果が

大きいのに対して DGA 全体の並列化効果は

20%弱の経過時間の軽減にとどまっている．一

方 Octpus では，評価部分の並列化効果がないに

も関わらず，DGA 全体の並列化効果は Otter と
同等になっている． 
 
４．おわりに 

異なる 2 つのマルチコア環境で DGA を Open 
MP により並列実装した．その結果，同一のプ

ログラムにも関わらず，OpenMP による実装が

マルチコア環境の相違に大きく依存することを

確認した． 
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